
■カリキュラムポリシー 
 
Ⅱ．国際オートメカニック科の教育課程の編成及び実施に関する⽅針 
 
 国際オートメカニック科の卒業認定に関する⽅針（ディプロマ・ポリシー）及び学校の教
育課程の編成及び実施に関する⽅針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、国際オートメカ
ニック科の教育課程を以下のとおり編成し、教育を実施する。 
 
（１）⼀般科⽬ 
⽇本における会社や組織のあり⽅、仕事の基本及びビジネス常識を習得するとともにビジ
ネス⽂書作成能⼒やビジネス・マナーなどを⾝につける。 
⽇本語を読む・書く・話す・聞くといった⽇本語コミュニケーション能⼒を⾼める。 
Word、Excel、パワーポイントなどのビジネスソフトの取り扱いを習得する。 
⾃動⾞分解整備事業の認証を受けた事業場等で、⾃動⾞の点検・整備要領、故障診断⼿法、
接客対応など企業活動の実務を体験する。（インターンシップ） 
企業や業界で活躍している⽅の成功体験及び社会の諸制度（労働ルール、年⾦、消費者保護）
についての講演等、将来に向けて幅広い知識や情報を得る。 
 
（２）専⾨学科 
⾃動⾞に関する数学的な要素である速度、⼒、重量、電気回路等についての理論や、⾃動⾞
全般に関連する材料、油脂等に関する知識を修得する。 
エンジン、シャシ、電気装置など⾃動⾞全般の装置・機構の構造・作動に関する知識及び⾃
動⾞の点検や整備に関する知識を修得する。 
電気⾃動⾞・ハイブリッド⾞の基本的な構造、作動に関する知識を修得するとともに、安全
に点検、整備を⾏うための⽅法を学ぶ。 
道路運送⾞両法及び⾃動⾞の保安基準について修得する。 
⾃動⾞整備に関する機器を取り扱う上で安全⾯に配慮すべきことがらや、⾃動⾞整備に伴
い排出される油脂、汚⽔などの適正処理⽅法・環境衛⽣について学ぶ。 
 
（３）専⾨実習 
⼯作物を安全かつスピーディーに製作するための溶接（ガス、アーク）、機械⼯作及び⼿仕
上げ⼯作に関する技術を習得する。 
ノギス、マイクロメータやダイヤル・ゲージ等の基本計測器を適切に使⽤した測定技術や⾃
動⾞整備機器、⼯具を活⽤した整備技術を習得する。 
エンジン、シャシ、電気装置などの⾃動⾞構成部品に関する構造を確認するとともに、安全
に効率よく点検、整備を⾏う技能を習得する。 



⾃動⾞を安全に運⾏するための法定点検や⾞検等の点検・整備要領を習得するとともに、保
安基準に適合しているか否かを検査する技能を⾝につける。 
⾃動⾞のボディに関する基本的な修復技術及び塗装技術を習得する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


